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6１ 
ジ
ャ
ソ
・
リ
シ
ェ
は
そ
の
『
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
経
験
と
創
造
』
の
中
で
、
『
十
月
の
夜
』
を
評
し
て
次
の
よ
う
な
言
葉
を
川
い
た
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「（『十月の夜』は）『オーレリァ』の地獄下りへのユーモラスな典の導入部である。」、「地獄下りのこの．ハロディは
（１） 
・・……・」（強調引川者）。『十月の夜』解釈の雑木的なふたつの態庇の川発点がここに認められる。ひとつは、挫折
に
せ
よ
、
地
備
段
階
に
せ
よ
、
地
欲
下
り
と
い
う
肛
ら
に
『
オ
ー
レ
リ
ァ
』
に
呼
応
す
る
テ
ー
マ
と
、
表
面
は
い
か
に
あ
れ
、
真
剣
に
収
組
む
作
者
を
認
め
、
そ
の
作
品
群
に
お
い
て
『
オ
ー
レ
リ
ァ
」
に
直
結
す
る
亜
要
な
位
置
を
こ
の
作
品
に
与
え
よ
う
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
ひ
と
つ
は
、
ス
タ
ー
ソ
や
デ
ィ
ド
ロ
の
後
継
者
と
し
て
の
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
親
し
み
や
す
い
エ
ッ
セ
イ
、
風
俗
描
写
を
書
き流していく軽妙酒脱なるネルヴァル像をここに見てとり、いわば搦手よりその世界に迫ろうとするものである。
そ
し
て
、
本
論
は
前
者
の
態
度
を
出
発
点
と
す
る
。
『十月の夜』は一八五二年十月、「イリュストラシオン」紙に四回にわたって掲載された。この前後の年譜を大
ざ
っ
ぱ
に
見
て
承
よ
う
。
前
年
、
一
八
四
四
年
以
来
書
き
つ
が
れ
て
き
た
『
東
方
紀
行
』
の
定
本
が
完
成
し
た
。
上
演
さ
れ
た
最
後
の
（２） 
戯曲、『ハーレムの印刷師』が失敗に終った。この年と五二年初め、精神錯乱のため入院、発作は五三年八月に再
発し、以後死に至るまで入院退院を繰り返すことになる。五二年には、『十月の夜』の他、『幻視者』、『、－レラ
ネ
蕊
ヴ
三
レ
ア
Ⅷ
三
ｌ
「
十
月
適
夜
」
試
論
1１ 
下
誠
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イ』、「粋な放浪生活」などの諸作肺が発表され、『シルヴィ』の執繁が開始されている。八月には幼少年期を過ご
したヴァロワ地力を旅行、こうした小旅行は以後しばしばなされるだろう。
（３） 
，「時とともに大旅行の情熱は衰え」「輪はしだいにちぢまって炉辺に少しずつ近づいてゆく。」『十月の夜』の冒
頭の句が伝えるように、この時期はまさしく『東方紀行』のネルヴァルから『シルヴィ』、『．〈ソドラ』、『オーレリ
ァ
』
の
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
ヘ
の
変
貌
、
あ
る
い
は
転
回
期
な
の
で
あ
る
。
大
旅
行
か
ら
小
旅
行
、
散
簸
へ
と
、
そ
し
て
思
い
出
の
世
界
か
ら
糖
神
の
ほ
の
暗
い
内
奥
へ
の
探
策
と
移
っ
て
い
く
、
『
シ
ル
ヴ
ィ
』
の
構
想
を
し
て
自
己
の
人
生
を
一
冊
の
木
に
ま
と
め
た
い
と
い
う
（４） 
気
持
が
明
確
化
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
こ
の
重
要
な
時
期
に
、
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
に
自
分
を
道
化
化
し
、
パ
ロ
デ
ィ
、
ユ
ー
モ
ア
を
楽
し
ゑ
、
逆
説
を
弄
ぶ
と
い
っ
た
余
裕
が
ど
れ
ほ
ど
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
狂
気
の
発
作
に
悩
み
、
狂
人
を
見
る
限
を
向
う
に
ま
わ
し
、
更
に
は
予
見
．
（
５
）
 
さ
れ
る
死
の
影
に
お
び
え
つ
つ
、
今
日
分
の
人
生
を
振
り
返
ろ
う
と
し
て
い
る
作
家
の
扱
え
る
ユ
ー
モ
ア
や
パ
Ⅶ
デ
イ
は
薄
い
防
禦
の
殻
に
す
ぎ
ず
、
こ
だ
わ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ユ
ー
モ
ア
や
パ
日
ブ
イ
の
殻
の
内
側
に
、
当
時
の
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
岐
大
の
関
心
事
の
表
現
、
其
の
告
白
を
見
透
か
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
『
十
月
の
夜
』
全
休
が
そ
の
パ
、
デ
イ
の
対
象
と
し
て
あ
る
と
さ
れ
る
「
レ
ァ
リ
ス
ム
」
も
、
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
が
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
間
勉
と
う
け
と
め
、
考
察
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の
作
州
の
話
の
き
っ
か
け
は
、
一
八
五
○
年
頃
、
シ
ャ
ン
プ
ル
リ
ー
が
弁
じ
、
流
行
さ
せ
た
レ
ア
リ
ス
ム
を
、
デ
ィ
ッ
ヶ
ソ
ズ
の
や
り
力
に
な
ら
っ
て
試
訟
よ
う
と
い
う
思
い
つ
き
な
の
で
あるが、この一一同業、「レァリスム」をネルヴァルは二つの意味、「写実主義」と「現実主義」の訳語に表われる二つ
の異なる意味合いをこめた上で使っているようである。第一章「レアリスム」で、「小説的発明という混り物が一切
（６） 
ない観察だけ」「絶対的真実」を書こうと考える時、彼は「写実主義」のことを誠旭っている。一方、その彼が書い
て
い
く
の
は
、
夜
の
．
く
り
の
い
か
が
わ
し
い
、
卑
近
な
現
実
で
あ
る
。
こ
の
時
、
レ
ア
リ
ス
ム
は
「
現
実
主
義
」
で
あ
る
。
そ
し
て
（７） 
（８） 
『幻視者』やピヵールヘの手紙で批判し、私のしたことは「識刺的模倣」に過ぎぬ、としているのは後者の意味に
おけるレァリスムなのである。「写実主義」の方は困難であるなどと問題視されはずれ、「否定の対象とはなっては
いないのだ。
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『十月の夜』の概要は次のとうりである。主人公は。くりから約十里の町、モーヘの小旅行を企てるが、ふと出会
った友人と話をしている間にバスに乗り遅れ、翌日のパス出発時刻まで彼の案内で夜の。くりの下街を坊樫する。モ
ーでは羊毛の髪をもち、額に角に似た二本の枝の生えたメリノ女を見物し一泊。翌日、クレピーにて身分証明書不
所持のかどで逮捕され、牢獄に一泊するはめになる。旅行の真の目的地とあかされたヴァロワ地方のクレイュの友
人宅へ到着するのはさらに翌日のこととなってしまい、約束の河獺猟には当然遅れるのである。「私」はこのよう
な都会の夜の放浪や田舎での出来事をエッセイ風に気ままな筆致で、酒落や冗談、言葉遊びなどまぜながら書き綴
っ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
と
り
と
め
も
な
い
表
層
の
下
に
は
い
わ
ゆ
る
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
的
テ
ー
マ
が
ふ
ん
だ
ん
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
そこで、この「レアリスム」を正面から取り上げ、『十月の夜』を『シルヴィ』から『オーレリア』を産糸出す
新しい表現方法の探究、摸索の場として読解しようというのが本論の主旨である。
従って本論の分析は、言葉やイメージ、更には大小構造の意味内容を析出する方向には向かわない。「曠罪」、
「救済」、「抑圧された性」、「迷路」、「遅延」等、ネルヴァル特有の観念連合や偏執の引力によって、．句の中に、
（９） 
一語の中にいく年月もの夢想、計画、苦悶が一砕き寄せる」ように、作品「十月の夜』の中にいわばネルヴァルにと
う
て
は
い
や
お
う
な
く
流
れ
込
ん
で
し
ま
う
も
の
を
い
く
つ
か
示
し
解
説
す
る
よ
り
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ら
を
補
助
と
ば
し
つ
つ
、
作
品
の
前
に
あ
る
カ
オ
ス
に
向
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
識
が
働
き
、
い
か
に
し
て
作
品
世
界
を
作
者
が
構
築
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
能
動
的
側
面
が
、
こ
と
に
狂
人
の
レ
ッ
テ
ル
を
持
つ
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
場
合
に
は
関
心
を
惹
く
べ
き
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
こ
う
願
う
。
（、）
「私の永遠の夢にただ忍従するのではなくか壜えってそれを支配する力を残して」ほしい。
まず最初にこの作品には「何」が書かれているかの考察から始めよう。この「何」とは先ほど述べたように書か
×
×
×
 
一一
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象は三つに分けられる。
（皿）
まず第一章から第十五章までの夜のパリ探訪の部分。ここでは導入部の第一章を除き、「生え抜きの弥次馬」で
ある友人に従って見てまわる十月のある夜の．ハリ下町風俗が対象となっている。それが友人の言動、彼と「私」の
会話、「私」の印象やら批評やら、またその場にまつわるエピソードなどとからませられつつ描かれるのである。
（咽）
そこではすべてがチェンバースの一一一両うように「写真」の対象としてある。すべて対象は「私」の外にあるもの、
「私」とは何の関係もないものとして報告される。第九章から第十章にかけての、少女の素朴な歌い方やダンテヘ
の言及などのいわゆるネルヴァル的文章も、「私」との関係で述べれば「歌のつどい」という風俗の描写の一部、
少為感傷的な解説以上の価値をもって「私」をまきこんでいくものではない。「私」は友人に連れられて街を歩き、
そこで見聞きしたものを書きつらねるだけの、この世界に対しては傍観者の立場にたつ者なのであるからである。
こうした対象のあり方を「私」自身は次のように表現している。「この二人の不幸と愚鈍の典型は、なんとも多く
の小説の種を新たに提供してくれたことか！金のある人には、あまりにも勇気が欠けているので、こうした場所、
この煉獄の入口をくぐって、幾人かの魂を救おうとしない………一介の文士には、その傷口を閉じたいとねがうど
（⑬） 
ころか、傷口に指をあてることしか出来はしない。」「私」は「私」の住む世界とは別種の世界に、道徳的使命感よ
りあえて入り込率、教訓的小説の素材として、その見聞を報告している、というわけである。
第十六章から第二十二章まで、舞台はパリからヴァロワの町モーに移る。そして「私」の外にあった対象は
「私」の中へも入りこんでくる。何が書かれているか少し詳しく紹介しよう。
第十六章ではモー到着の際見た見世物、メリノ女の広告が報告される。第十七、八章はその見世物の影響をうけ
（Ｍ） 
て見た夢。第十九章は夢から目覚めていく「私」の姿の描写。第二十章は翌朝、「思い出を組みたてなおそう」と
カフェに行き、周囲の情景、印象を書き綴る。随所に前夜の思い出の影響下にある文章が認められる。第二十一章
れたことの意味内容ではなく、「あくまで記述の表面的対象としての事柄である。
第一章で告げられるようにこの作品でレアリスムが対象とするのはありのままの現実である。が、この現実Ⅱ対
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（応）
は「………私は筆をとめる。：……・レァリストの技法は辛すぎる。」で始まり、これまでの文章が真実か否かの問
の
中
で
反
省
の
対
象となる。またここで初めてメリノ女見世物の様子が書かれるのである。
要
す
る
に
、
現
実
が
あ
り
、
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
夢
が
あ
り
、
こ
の
夢
に
浸
透
さ
れ
た
現
実
が
き
て
、
ま
た
そ
う
し
た
過
程
す
ぺ
て
の後に位腫するものとしての現実がある。そのような厳盈めぐり、「私」の内的世界における現実と夢の相互作川
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
更
に
そ
の
相
互
作
用
、
堂
為
め
ぐ
り
の
メ
カ
ニ
ズ
ム自体が対象化されている点であるＰそれは第二十章のモーの朝のカフェでの印象を語る際使われた言葉、「私は
（肥）
給仕にインキを頼んだ。」に一不唆される書きつつある「私」の対象化に硴認されるであろう。これを顕在化する形
で
鮒
二
十
一
章
の
「
私
」
は
と
語
り
川
す
批
評
家
、
と
は
「
私
」
ｎ
身
な
わ
け
で
あ
る
が
、
の
「
私
は
う
そ
が
好
き
な
の
だ
。
君
が
歩
一
歩
と
利
の
生
活
を
語
っ
て
く
れ
て
Ｊ
も
、
洲
の
夢
や
印
象
や
悠
覚
を
解
説
し
て
も
、
そ
れ
が
私
に
愉
し
い
だ
ろ
う
か
？
…
…
…
靴
カ ー１１
『ヴァロワ』旅館の『人魚のⅢ』に寝たことなど、知った》」とではない。それは真実ではないと魁は推定する。少
（〃）
くとＪもそれはアレンジされている。…・…………・・」という「私」Ⅱ書き手の自己分析、批評の文章が川てくるので
あ
る
。
第
十
八
京
の
奇
妙
な
夢
、
「
地
鑑
の
合
咄
」
も
、
何
様
に
夢
と
汎
災
、
そ
の
川
互
影
瀞
作
川
下
に
番
く
満
、
掛
か
れ
た
こ
と
の
対
象
化
を
諮
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
「
私
」
の
頭
を
「
メ
リ
ノ
の
髪
の
女
を
嫁
に
す
る
な
ど
と
い
う
考
え
が
摘
ら
（旧）
ぬよう」、分解掃除をする地霊たちの合唄よりなる夢なのであるが、これは士小さしく夢を見る頭脳、夢のメカニズ
ムを対象としているのであるから。
第二十三章以降はクレピーでの逮捕、牢獄での一夜、夢、そしてクレイュヘの徒歩旅行を「私」の行状として語
る
。
現
実
は
現
実
、
夢
は
夢
と
し
て
記
さ
れ
、
複
雑
な
か
ら
ゑ
合
い
は
表
面
に
は
表
わ
れ
な
い
。
が
、
そ
の
内
容
に
も
Ⅱ
を
投
じ
る
と
直ちに興味をそそる個所がある。それは第二十五章の「もうひとつの夢」である。ここで「私」は幽霊裁判官によ
り
、
ブ
ァ
ン
テ
ジ
ス
ト
、
レ
ァ
リ
ス
ト
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
か
ど
で
起
訴
さ
れ
る
は
め
に
な
る
。
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
「レアリスムから犯罪には、僅か一歩である。犯罪は本質的に現実主義であるからである。ファンテジスムは怪
、
、
、
、
、
、
物崇拝に直行する。エッセイスムはこの迷える精神を牢獄の湿った藁の上で腐敗する力へと導く。ポール・一一ヶに
Hosei University Repository
6６ 
一一一
呪
に
前
章
で
も
記
述
の
対
象
は
「
私
」
と
の
関
係
の
中
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
が
、
そ
れ
は
一
応
位
肚
的
関
係
の
提
示
に
と
ど
ま
る
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
以
下
で
は
「
私
」
を
中
心
に
し
そ
の
係
り
方
を
考
察
し
て
承
よ
う
。
第十五章まで記述の対象は「友人」の言動と．くり風物という外的存在で、「私」はそれらを「写真」にとるのだ
ったｐではこの友人とは何者なのか？節十章で友人が仰ずさむ歌からこの人物はオーギュスト・ド・シャチ罰ソ
という画家、詩人と特定されるのがふつうであるが、この歌の作者はシャチョンで、友人はこれをモデルとした、
という以上の意味は持ちえないだろう。作中の「私」にとって彼は何者かが問われるべきであり、それに答えてい
るのが第六章「二人の賢者」の冒頭である。
「私たちは実によく判り合ったのだから、友人も私も、実際のところ舌をそよがせたいとか、少を品衝しようと
か思わないなら、一緒に会話をやって染てもなんにもならない。私たちは、あの二人のマルセイユの哲学者に似て
りに、作品画
わけである。
（⑱） 
出入りし出すようになる。‐－１角の生えたメリノの髪の中を愛するようになる。…………」さてこの下りはここま
での記述、正確を期せば、そうしたものを書く行為とその結果として書かれてあるものを、記述の対象としている。
そ
し
て
こ
の
記
述
は
「
私
」
の
見
た
夢
と
し
て
放
低
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
モ
ー
に
お
け
る
よ
う
に
以
後
の
記
述
の
時
点
に
お
け
る
「私」との相互関係には入らないのである。第二十四章のクレピーでの逮姉劇や第二十六章のサンリスヘの憲兵に
よる連行、クレイュ到着の遅れなどもこの夢と同じレベルにある。すなわちヘモーとクレピーの間にば叙述にひと
（、〉
つの断絶があり、川来事・物語が因果関係では実はつながらず、モー志凸で書かれた部分がいわばひとつの作品とな
り外化された上でこの作品の結来としてクレピー以下の出来事が生じているのである。そしてそこではすべてがモ
ー以前に向い、「私」を場として相互作用を起すことはないのである。いわば、「私」が過去の行状を反省するかわ
りに、作品自体が内部へ屈折し、ｎ回己言及、自己批評する櫛造あるいは、自己充足する構造がここには潜んでいる
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菜するに至るのである。
いると言ってもいい。彼らは………論義のあげくの染に自分たちが同意見であると認めあうことになってしまった。
…
…
…
…
そ
れ
か
ら
砿
、
彼
ら
の
煙
節
約
す
る
た
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
ｌ
政
治
的
ｌ
霞
た
は
宗
教
問
題
に
、
様
鐙
な
調
子
、
、
、
、
（ｍ） 
をつけたウソからウウかだけで間に合わせることにした。…・・…・」
、
、
、
、
ウソとウウですむべき会話を読者のために行なう「私」と「友人」。要するに友人とは他でもない「私」、「私」
の
分
身
な
の
で
あ
る
。
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
に
お
い
て
分
身
は
自
己
の
夢
の
投
影
、
理
想
化
さ
れ
た
姿
、
と
し
て
現
わ
れ
る
が
、
こ
の
作
品
の
（型）
分身はチェンバースの一言うように「私」の夢想部分を引き受けている。「私」の夜の部分、幻想や神秘に傾く部分、
反理性的、反日常的、反ブルジョワ的なものにひかれる部分を友人は体現し、「何も知らないはずの〈私とにかわ
っ
て
．
く
り
腋
部
の
通
人
と
な
り
、
そ
の
世
界
を
作
砧
の
肌
る
ゑ
に
川
す
手
伝
い
を
し
て
く
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
当
然
こ
の
世
界
の
住
民
を
相
手
に
話
を
す
る
の
は
友
人
に
限
定
さ
れ
、
二
人
の
会
話
も
自
然
「
私
」
の
力
は
机
槌
を
う
つ
郷
度
の
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
も
し
「
私
」
が
こ
の
探
訪
を
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
導
か
れ
る
ダ
ン
テ
の
地
獄
下
り
に
な
ぞ
ら
え
る
力
向
を
示
唆
す
れ
ば
（
第
十
章
）
、
た
だ
ち
に
友
人
は
思
い
通
り
の
青
菜
を
吐
き
、
そ
れ
に
対
応
す
る
行
動
を
と
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
先
に
引
川
し
た
（
六
四
瓦
）
文
や
「
も
し
、
私
が
作
家
の
術
ま
し
い
使
命
を
完
遂
し
よ
う
と
し
な
か
っ
た
ら
、
そ
こ
に
（郷）
とどまったろう。」といった文蹴の証Ⅲるよう、常に「私」はこの世界とは無緑な存在である、「眼」に過ぎぬことを
強
調
し
つ
つ
、
友
人
の
行
状
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
し
と
る
レ
ァ
リ
ス
ム
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
「
私
」
の
書
い
て
い
く
も
の
は
、
実
は
「私」自身の先に夢想部分と呼んだ側面なのである。
対象は結局のところ「真実」ではない。従って、この方法、このレアリスムは偽物であり、破綻を生じざるをえ
ない。すなわち、第十一章以降、夜の．くりの深部に近づくにつれ、対象である現実世界、「絶対的真実」自体があ
い
ま
い
に
、
二
重
に
な
る
と
い
う
事
態
が
は
ね
か
え
っ
て
き
て
、
終
に
「
私
」
は
こ
の
レ
ア
リ
ス
ム
の
不
確
実
さ
を
認
め
、
こ
れ
を
放
第十二章、「あの仕事着の連中は我女より金がある。・・・……偽百姓だ。荷車曳きの上っ張りや仕事着の下に、ち
（郡）
やんとした身なりをかくしていて、川口になると、仕事論を、酒屋へあずけて、二輪車で御冊館さ。」（第十四章に
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「
こ
れ
そ
、
こ
れ
ぞ
、
地
獄
よ
り
来
た
り
し
も
の
な
り
！
私
は
、
朝
の
ス
ト
ラ
ス
プ
ー
ル
行
き
の
鉄
路
の
上
を
滑
り
な
が
ら
、
こ
（鋼）
の
詩
句
を
自
分
に
あ
て
は
め
て
卿
ず
さ
む
の
だ
っ
た
．
ｌ
自
分
に
へ
つ
ら
っ
て
い
た
わ
け
だ
．
」
レ
ア
リ
ス
ト
を
標
傍
し
な
が
ら
、
自
分
の
見
た
い
も
の
を
見
て
い
た
に
す
ぎ
ぬ
、
他
者
、
現
実
と
い
う
「
私
」
の
外
に
お
い
て
い
た
真実性の基盤は偽ものたった、という反省の思いをこめ第十六章以降の後半部がスタートする。この自覚の後対象
、、（”）
（犯）
になる「最後の窮境」、「最後の深淵」と「魁」の呼ぶものは、一Ⅲ章で明らかにしたように「私」自身、「私」を通過
していくものとしての夢と現実、そしてそれらを記述する者としての「私」である。この「私」は前半部の「私」
と違い、書かれたことの真実性の保証を「私」の外にたくさず全て自身にひきうける。夢と現実が堂々めぐりし、ま
たそれを書いていく自分までもが対象として猫に浮くとき、書かれたことの真実性の基盤はそれを保証しうる唯一
の存在、書く主体、「私」以外のどこにもありようがないからである。「私」はメリノの髪の女という珍現象も、不
忠誠な地霊の夢も、カフェの様子に印象も、全てを同一平面において、真実であると保証し、これらをレァリスト
として書いていくのである。例えば一稀問題になるメリノ女の突在、爽突を保証するものはなにか。『十月の夜』
掲
載
紙
の
編
集
部
に
預
け
て
あ
る
と
い
う
広
告
か
？
「
広
告
は
あ
る
、
し
か
し
女
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
だ
ろ
う
…
…
（釦）
（蛇）
：．」だが「私はそれを信じざるを得なかった。」「私」は彼女を主ちかに見、彼女に問いかけ、広告通りだと判断
第
十
五
章
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
ポ
ー
ル
・
一
一
ヶ
で
は
神
が
悪
魔
だ
、
悪
魔
が
神
だ
、
と
い
う
「
頭
の
ぽ
う
っ
と
な
る
」
よ
う
な
哲
学
的
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
会話が始まる。そして「私」はこう語る。「これらのすべての細部が正確ではないにしても、真実をこ）」に写真に
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（幻）
撮ることを求めないにしても」と。（傍点引用者）
び声をあげ変身する。
咄同様の指摘）
（密）
第十三章、友人と「「極めて雅びやかに、社交界の女のような」会話をしていたかわいい鋤砿娘が突然、「ワルツ
の
相
手
と
優
し
く
話
し
合
い
な
が
ら
、
う
っ
か
り
口
か
ら
赤
い
小
風
を
落
す
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
の
金
髪
の
魔
女
」
の
よ
う
に
ひ
ど
い
川
× 
「これそ、
×
×
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したのだ。このまさに「私」によるメリノ女の描写が、読者をして「驚天動地の奇蹟云々」の広告が「香具師の、
（幻）
上」であることを十分に伝えるものであるにしても、「私」はメリノの髪の女は実在したと一一一両うのである。そして、
（鋤）
（鈍）
この「角のある女を抱いた」、「指であのメリノの髪をかきまわした」（そうしたことは現実にはなかったと読める
（鋼）
のだが）と夢の中では思い、「女を嫁にしよう」という考違えがビールの酔の中でちらりと姿をあらわしたりもする。
、
、
、
、
、
す
な
わ
ち
、
メ
リ
ノ
女
の
真
実
性
は
広
告
云
々
と
は
関
係
の
な
い
、
夢
や
思
い
つ
き
と
同
次
元
に
あ
る
も
の
、
見
た
、
信
じ
た
と
い
う
「私」の中にある、によってたつ真実性なのである。従って、メリノ女についての記述の多くの暖昧さ、矛盾もそ
れ
ら
の
記
述
の
真
実
性
の
問
題
と
は
無
関
係
と
な
る
。
モーの終りの部分にある言葉、「私はヴェニス女やモンクルド氏や、スペイン女や、ファゴット吹きの物語を話
すことも出来るだろう。私がこの二人の女のどちらかに夢中になり、辻芸人かつファゴット吹きの敵意が、最も異
、
、
、
、
様な冒険にまで私を駆りやる、といったようなことも、想像することは出来る。しかし本当のと一」ろを一一一一口えば、何
（妬）
も起こりはしなかったのである」（傍点引用者）も、第一章の「パリでは、そこに挿話や感傷的な物語をちりばめ
（幻）
る
こ
と
が
票
さ
れ
る
．
ｌ
終
り
は
死
か
霧
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
呼
応
し
つ
つ
、
「
私
」
砿
こ
こ
で
見
聞
や
印
象
や
鑿
様々なものの入雑りを書いているが、勝手な想像力を読者向けに働かせたフィクションだけは書いていないと宣言
し、これを自分の書いたことの真実性の保証としていると解釈できよう。
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
は
戯
曲
や
コ
ン
ト
な
ど
除
く
主
要
作
品
ｌ
と
は
そ
の
内
的
世
界
と
深
い
関
係
に
あ
る
諸
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
ｌ
については自己の想像力以外の所に作品の支持を求めるのであった。『東方紀行」中の「カリフ・ハヶムの物語」、
「暁の女王と精霊の王ソロモンの物語」は他者が話す物語の聞きうつしであり、「小説素材」は騎士デュブルジェ
なる人物が遺した手紙の抜粋であり、『幻視者」は一一一一口うまでもなく他者の人生である。いくつかの紀行文は現実が
支えとなる。『十月の夜』と舞台や書かれた時期などで近い関係にある「アンジェリック」でのド・ピュッコワ氏
（郷〉
（鋤）
の歴史的実在性の強調、「作者の小説的想像力」の否定、その実在性証明のための探索の記述の真実性の強調も同
様の傾向に帰されうるものだろう。
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それはジュール・ジャナンによる精神の墓碑銘以来、一時的に「お妾さんにすぎない理性を追いやる」「本宅の
（㈹）
狂女の異名を排つ想像力」の勝ち主とされる人物にとって、面白い話だと耳は傾けてくれるにちがいない友人たち
以外の世の中に、脚分が撒いたものをまともに謎んで駆るべきひとつの作肋としてまず受容させることが、非粥に
並
要
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
上
の
よ
う
な
想
像
力
を
決
し
て
追
い
や
れ
は
し
な
い
自
己
の
精
神
世
界
と
深
く
係
る
作
品
を
書
、
、
、
、
、
、
、
く時には、それを他者の責任の下におくか、または、想像力の支配下にある自分の姿を一つの客観的事実として提
出することが必要になるわけである。そして先に述べた『十月の夜』の一部が示すのがまさしく後者の方法なので
ある。、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
こうむられた想像力による「嘘」「誤り」「アレンジ」など、いわば反真実的なる、迂靹）の、ｘ、）すぺて含む、これを超え
た
と
こ
ろ
に
あ
る
真
実
性
、
そ
れ
を
持
つ
と
さ
れ
る
も
の
は
い
か
に
奇
矯
で
あ
ろ
う
と
、
非
常
識
で
あ
ろ
う
と
、
超
自
然
的
で
あ
ろ
う
（川）
と
、
「
学
問
」
的
、
「
科
学
」
的
事
実
・
真
理
と
し
て
受
容
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
力
法
の
射
程
の
長
さ
は
容
易
に
予
想がつくだろう。「私」は「私」の精神という舞台をなんらかの方法で思いどおりに操作し、「私」がかくあれと願
、
、
、
う世界を受動的に呪Ⅲさせ、これを真実として武任をｎｘＤって堆々と提川することを可能とするのである。「私」の
現
実
へ
の
反
応
の
仕
力
を
か
え
、
見
る
夢
の
内
容
を
支
配
す
る
、
一
八
四
四
年
「
逆
説
と
真
理
」
に
記
さ
れ
、
数
尚
の
梢
神
的
刷
険
の
采に『オーレリァ』で到達される境地に近づく方法を『十月の夜』は示唆しているのである。
「湛は神に、もろもろの出来事を少しで０℃変えてほしいと願いはしない、事物に対する私のあり方を変えてほしい
と思う。私のまわりに私に属する一つの宇耐を創造する力を、私の永遠の夢にただ忍従するのではなくかえってそ
（縄）
れを支配する力を、残してくれシＣように願う。そうすれば、確かに、私は神となるだろう。」
しかし、自我と非我の対立を超えたところにあり、夢と現実が交流し、想像力が働く「場」としての「私」は、
これを導き、支配する体系、宇州観がない限り、混沌、対立、矛盾のうちにしかない。モーにおいて「私」はたし
かに分身と「私」の融合、夢と塊災の何次元化、それらの完成する場としての「狐」というアイデンティティを兄
×
×
×
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忘
れ
ら
れ
た
「
私
」
の
あ
る
ぺ
き
姿
、
そ
れ
が
モ
ー
に
置
き
去
ら
れ
た
「
身
分
証
明
書
」
で
あ
る
。
そ
し
て
ク
レ
ピ
ー
で
の
こ
の
証
明
書
不
携
行
に
よ
る
逮
捕
、
獄
中
の
夢
、
河
獺
猟
へ
の
遅
れ
な
ど
は
、
通
常
行
な
わ
れ
る
解
釈
と
正
反
対
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
が、モーの状態に智るべきだったという判断を示しているのではなかろうか。
夢
の
中
の
幽
霊
裁
判
に
つ
い
て
も
、
昔
の
先
生
た
ち
の
読
み
あ
げ
る
起
訴
状
の
内
容
は
常
識
理
性
の
立
場
か
ら
「
私
」
の
言
動
を
判
ず
る
な
ら
至
極
あ
た
り
ま
え
の
も
の
で
、
殊
に
重
要
視
す
る
に
は
価
し
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
大
切
な
の
は
通
常
見
す
ご
さ
れ
る
「
…
…
…
そ
れ
で
は
、
私
は
教
訓
的
田
園
小
説
を
書
き
ま
す
。
詩
と
道
徳
の
賞
金
を
目
指
し
ま
す
。
奴
隷
制
度
に
反
対
の
書
物
、
児
童
用
の
本
、
（妬）
（婚）
教訓詩………悲劇を１．……云々」という「私」の答弁と「幽霊は嘆きの声を投げて消え失せた。」という結末であ
る
。
モ
ー
に
忘
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
そ
し
て
真
の
レ
ア
リ
ス
ム
の
入
口
に
「
私
」
を
導
い
た
の
は
、
と
に
か
く
レ
ア
リ
ス
ム
の
試象である。これを放棄しますという答弁は従って逆効果しか生まないのだ。起訴状の結論、求刑はなんだったの
か、それは「私」には聞きとられていないではないか。「私」はそれを知らず、大学に社会に追従し、，阿り、〈ファ
ン
テ
ジ
ス
ト
〉
と
〈
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
〉
も
〈
現
実
主
義
者
〉
も
全
て
統
合
す
る
レ
ア
リ
ス
ト
の
道
を
否
定
し
て
し
ま
う
の
だ
。
そ
ん
な
「
私
」
に
絶
望
し
消
え
て
ゆ
く
幽
霊
は
、
『
オ
ー
レ
リ
ァ
』
で
分
身
の
オ
ー
レ
リ
ァ
と
の
結
婚
を
妨
げ
よ
う
と
し
、
分
身
と
の
亀
裂
を
深める者から逃れざる亡霊を思い出させる。「苛立った亡霊たちは、｜暴風雨の近づく鳥のように、叫びを発しつつ、
（鞭）
空中に不圭口な円を描いて遁れ去った。」
（伯）
る所に達するのだが、そこは未だ「虚無が影をなす、太古の混沌の入口、諸々の世界，と日々を呑む螺旋」の宇宙、
（製）
「反逆の天使が最後の審判の日雀｛でつながれているあの暗い井戸」の底、「最後の深淵」、すなわち「地獄」でしか
ないのである。「私」がメリノ女見物の行き帰りに渡ったマルヌ河は地獄の河のステュックスだった。しかし「私」
（媚）
は「溌嫡者」とは異なｈ／、「勝ち誇って」河を渡りはしなかった、「私」は地獄の状態、真のレァリスムと真のアイ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
る
べ
き
も
の
を
わ
が
物
と
し
、
モ
ー
よ
り
持
ち
帰
り
、
自
己
の
願
う
世
界
の
構
築
に
直
ち
に
向
い
は
し
な
い
の
で
ある。まだ試錬は不足なのだ。
×
×
×
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『十月の夜』を『オーレリア』の方法と世界が姿を垣間見せた作品として、その前史に愈要な位置を与えようす
る
雌
同
様
に
『
オ
ー
レ
リ
ァ
』
ｌ
地
獄
下
り
の
物
語
を
は
っ
き
り
と
予
告
す
る
作
品
と
の
比
較
が
さ
け
ら
れ
な
い
．
こ
の
作
航
と
は、一八五三年末から翌年始めに書かれた『アレクサンドル・デュマヘ』（以下『デュマヘ』と省略）という作品
集『火の娘』の序文である。
耐
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
デュマがそのネルヴァル紹介の文の中で、彼が様冶な人物、クリミアの回教王とかソロモン王とかになりきって
（⑲） 
しまう、と書いているのをうけ、私は「自分の想像力が産承出した人物に自分を合体させずには何も作れない」、
（鋤）
それは私の場〈ロ「創り出すとは本当は思い出すことなのであり」、私が同化した人物たちとは実はすべて私の前世
の在り方だったからだ、と答える。そして、その人物の一人としてプリザシニの未完の物語を紹介するのである。
（副）
そしてそのあとで、私はそこで「自分の書こうとしているのは自分自身の物語なのだ」という確信を得、「自分の
（鉈）
すぺての夢、自分のすぺての感情を書き表し」にかかった、それをいつか「地獄下り」の物語としてまとめるであ
ろう、と述べるのである。
様乾な他者への同化から、前世の様為なあり方という中継点を経、最後には自分の内部に全てをひきうけ、自分
では結局幽霊が残した判決は何だったのか。それは身分証明書、すなわちモーの「私」の再発見の命令ではなく、
この作品以前の「私」への回帰、サンリスまで手鏡をかけられ憲兵につき添われて以前の自分を見知る人の証言を
求めに行くことなのである。そして、「私」が最後に見出す、「私」がつかまえるはずであった河獺の剥製とは、モ
（蛤）
１という地獄から生きたままで連れ帰れたかも知れぬ「あまりにも絶対的なレァリスム」の抜殻、探究の記録なの
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も
ク
レ
イ
ュ
の
友
だ
ち
の
考
え
る
よ
う
十
分
に
レ
ァ
リ
ス
ム
の
地
、
英
国
の
誰
か
に
売
る
に
価
す
る
程
度
の
レ
ア
リ
ス
ム
の
作
品
で
は
あ
ろ
う
が
。
四
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7３ 
自身を唯一の対象とする。様灯な他者たち、Ａ、Ｂ、Ｃ………に私ｘが同化していたのではなく、Ａ、Ｂ、Ｃ……
…が私ｘのあり方の様交なあらわれ方、ｘ、刺、秒・………・・に過ぎなかったことに気づき、純粋な私ｘにたち●もど
る
。
他
者
を
疵
乗
し
、
私
自
身
の
内
部
に
沈
潜
し
、
夢
、
感
情
、
幻
と
い
う
私
の
内
に
生
起
す
る
事
ど
も
の
姿
に
目
を
す
え
、
そ
れ
ら
をありのままに描こうとする。この展棚は、まさしく『十月の夜』の中に書きこまれていたものの、今や『オーレ
リア』を書きはじめた作者の意識への鮮明なる浮上の他の何であろうか。
ｘ
×
×
 
『デュマヘ』の中では「自分自身の物語」としてプリザシエの物語、すなわち『悲劇物証叩』を挙げるのみである
が
、
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
作
品
は
結
局
す
べ
て
「
彼
自
身
の
物
語
」
で
あ
る
と
言
っ
て
間
述
い
な
か
ろ
う
。
物
語
、
伝
記
、
戯
曲
、
紀
行
文
中の挿話、主要登場人物の一人はその時期における作者自身の大きな関心事を分ちもつ完全なではないにして●も、
彼の分身である。『デュマこが明らかにしたよう、同一化は無差別ではなく、術に自分に似た人物を見つけ出し
ては彼に自分をたくし、自分自身の物語を展開して承るのである。自然、いくつかの語梨、テーマ、イメージが並
な
り
、
他
に
比
せ
ぱ
、
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
作
茄
世
界
の
夜
空
を
形
作
る
恒
脇
は
よ
り
明
る
く
仰
ぎ
、
星
座
は
よ
り
眼
に
明
ら
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
を
読
む
者
は
そ
の
変
容
を
『
オ
ー
レ
リ
ァ
』
と
い
う
最
後
の
形
ま
で
た
ど
ろ
う
と
す
る
。
「
唯
一
の
女性」、「火」、「罪」、「阿生」、「分鋤」、「川離」、「夢と塊災」、「論説霧」、「菱ｌ繍々、を軸として謝作潅識
な場合と、一つの作叩叩を本論のようにネルヴァル世界の変容の過程に位価づけようとする場合があるにしても、ふ
と
気
づ
く
こ
と
は
、
こ
う
し
た
作
業
の
す
べ
て
を
鮫
も
兄
事
に
な
し
遂
げ
た
人
物
こ
そ
、
他
な
ら
ぬ
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
自
身
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
の
作
品
は
そ
れ
ま
で
の
作
品
群
を
含
む
作
者
の
過
去
か
ら
誕
生
す
る
の
で
あ
る
、
と
い
っ
た
一
般
的
な
話
か
ら
そう言うのではない、なぜなら『デュマヘ』の事で彼は彼にとって作品を書くことはすなわち「読み」なのだとい
うことを示しているからである。
他
者
の
経
験
で
あ
れ
、
自
分
の
で
あ
れ
、
書
か
れ
て
あ
る
こ
と
が
中
心
に
な
り
、
そ
れ
を
読
む
中
か
ら
新
し
い
自
分
自
身
の
物
語
が
作り出されていく。この点に関逃して亟要なのが異稿、再録である。再録というのは『デュマヘ』の中に昔の作品
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『悲劇物語』が挿入される、という形の再録であるが、これには重要なものとして、『小説素材』の『オクタヴィ』、
（顕）
『オーレリァ書簡』への再録、『東方紀行』中の「ウィーンの恋」の『パンドラ』への再録、「オーレリア書簡』の
（爵）
『オーレリァ』への挿入の可能性があげられよう。ムイローも指摘するよう他者の作ｎｍも自分のと同様、自由に引
用・再録される。『デュマヘ』中のアレクサンドル・デュマの文章や、『ローレライ』のジュール・ジャナンの文章
などが例である。部分的な再録やモチーフの異稿になれば枚挙にいとまがなくなることは周知のことであろう。そ
して再録されたものはもちろん新しい作品の中で新たな意味作用を発揮する。
再
録
・
異
稿
に
顕
在
し
て
い
る
よ
う
、
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
は
基
本
的
に
、
自
身
の
作
品
、
他
者
が
彼
に
つ
い
て
書
い
た
も
の
、
彼
が
一
対
化
し
う
る
人
物
に
つ
い
て
書
か
れ
た
も
の
な
ど
の
、
新
た
な
る
読
解
、
解
釈
と
い
う
形
で
あ
る
時
点
の
自
己
自
身
の
物
語
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
オ
ー
レ
リ
ア
』
は
そ
の
よ
う
な
方
法
の
自
己
認
識
の
上
に
た
っ
て
な
さ
れ
る
、
「
道
々
浮
ぶ
考
え
を
書
（副）
きつけてきた」、「歩むにつれ、その後からたたまれていく大きな紙の辮」に書き綴られた彼の物語の最終的な》沈承、
物
語
を
支
え
る
い
く
つ
か
の
主
題
を
集
約
し
純
粋
な
形
で
展
附
さ
せ
た
最
後
の
解
釈
ｌ
物
語
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
彼
自
身
による彼の「作品と人生」である。
こ
の
よ
う
に
自
分
の
物
語
を
「
再
榊
成
」
し
つ
つ
『
オ
ー
レ
リ
ァ
』
に
向
う
ネ
ル
ヴ
ァ
ル
の
あ
り
力
と
、
彼
の
諸
作
品
を
読
象
、
そ
こから彼の人生、作肺世界の変容を「再櫛成」していく我Ａとは机似関係にあるのではなかろうか。我為は『十月
の夜』と『デュマヘ』の比較から川発して、かなり前者から遠く離れてしまったように見える。しかし、『十月の
夜』で丞要と考えた、夢と現実、すぺてを含む「私」という場を対象化するレァリスム、そして自らを記述の対象
化する自己充足的作品構造は、最終的にはこの脚分自身に対する批評家としてのネルヴァル像に含まれてしまうで
あろう。
我念はここまで『十月の夜』では何が、誰によって書かれているか、という問を契機に記述の対象へ「私」、その
五
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事実をありのままに書くというレアリスムを実行せんとするネルヴァルはどのような一一一一口葉を使ったか。まず、彼
の一般的な言語観は十九世紀前半の人間として当然のことながら古典的、すなわち一一一一ｍ葉は表象、代行、再現的機能
を持つもの、それ自体の厚さはなく存在としては透明なしの、といったものであったろう。『オーレリァ』冒頭の
、
、
、
、
、
（
弱
）
（弱）
有名な、「終始私の精神の極に起った長い病気中の印象を努めて筆に移してふよう」（傍点引用者）での斤日口円臥吋。
、
、
の使用はまさにこのような一一二口語観に源を持つものであると考えられる。また「デュマヘ』の末尾にある、「超‐目
、
、
、
（蔀）
然派的と呼ばれるだろう夢想状態の中で構成されたソネ」集、「幻想詩篇」についての文、「それらのソネ・・・……は
も
し
解
釈
が
で
き
る
と
し
ま
し
て
も
、
解
釈
さ
れ
た
ら
魅
力
を
失
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
せ
め
て
は
こ
ん
な
も
の
を
表
現
し
た
と
い
（開）
うところを買ってください」以下も、一言語の解釈・理解可能性Ⅱ表象・代行されるものの理解可能性という考えに
準拠し、ソネという表現が解釈できぬのは表現されるべきものが理解を越えるもの、超自然的なものであり、表
現・一一一一口葉の不明確さ、不透明さによるものではない、なぜなら自分は「詩人」なのであるから、と言っているので
ある。この下りは、「詩人」と思うことを自分の最後の「狂気」としており、更に進んだ議論の対象となるべき個
所なのであるが、ここでは一応、ネルヴァルの古典的言語観を確認した段階で『十月の夜』の方に移ろう。
モ
ー
前
後
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
言
葉
は
前
述
の
言
語
観
の
中
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
は
一
歩
も
出
は
し
な
い
。
友
人
や
話
者
の
言
動
、
（的）
パリその他の地の情景、「私」の印象、感想などが確かな現実に常に還元されうる外的対象、写しとるものから独
立
し
た
存
在
と
し
て
書
き
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
神
曲
』
や
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』
な
ど
へ
の
言
及
を
通
じ
、
幻
想
的
雰
囲
気
が
か
も
し
出
さ
れ
、
地
獄
下
り
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
合
さ
れ
よ
う
と
、
そ
の
よ
う
な
超
現
実
的
世
界
は
ど
こ
ま
で
も
、
写
さ
れ
た
現
実
によって暗示されるものでしかない。既述のように真実性の基盤、保証を対象の側、「私」の外糎置きこれを捕写
相互関係、そして『デュマヘ」を介して派生した問題を論じてきた。そして最後に「どのように」という最も困難
な問題、ネルヴァルにおける言葉の問題を論じようとしているわけだが、この小論の一部で示しうるのはここまで
の
考
察
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
展
望
、
仮
説
で
し
か
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
×
×
×
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7６ 
しようとすれば、言葉はあくまで透明でなければならず、透明であるならば、それが理性社会の通用一一一一口語であるか
ぎり、理解可能な地点までの表現しか可能ではないからである。
モーにおいて言葉はこの状態からの離脱の可能性を示唆したと言えよう。前章まで述べ来たったように、真実性
の基盤が「私」の内に移り、夢や現実が働きかける受動的な場としての「私」が唯一の対象となる時、言葉はモー
の数章の書かれたことが次々に記述の対象となる堂々めぐりが教えるよう、書き写すものが書き写される、という
状況の中で透明性の義務から解放され自由となる。すなわち理解可能な世界の表象であった言葉が、その世界を離
脱し、「私」という磁場において、その「私」独自の、かつて言葉が表象していた世界から見れば超自然的、反理
性的、理解不可能でもありうる世界を表象する自由を得るのである。というより正確にはその世界は「私」の中に
その言葉によってしか存在しないのであるから、それを存在せしめる言葉、表象Ⅱ意味となるというべきだろう。
一一一一ｍ葉は自らが構築していく建築物によって新たな意味を持ち、またその意味Ⅱ表象により建物を支えるのである。
（帥）
「詩人」とは建築関係の者であると、「私」は一一一向った。
『十月の夜』の「私」は、「絶対的なレァリスム」の試象の中で、このような言葉の世界の入口まで来て引き返
していく。そして、この経験を経たネルヴァルが『オーレリァ』の中でこの世界の中に入っていく。そこでは自ら
が
構
築
す
る
神
秘
的
宇
宙
体
系
に
よ
り
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
を
表
象
す
る
と
い
う
役
割
を
も
つ
ぶ
厚
な
言
葉
が
、
あ
り
の
ま
ま
を
書
き
う
つ
す
、
レ
ァ
リ
ス
ム
を
実
行
す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
１
１
 
『十月の夜』をレァリスム試行の場として、恐らくその＠ハロディ化しようという意図に反し、作者の言うところ
をそのままに受けとることにより、我々は超レァリスムとでも呼びうる方法の姿を垣間見た。幾度も言及した『オ
（皿）
－
レ
リ
ァ
』
と
の
関
係
よ
り
、
こ
の
考
察
が
狂
気
を
い
か
に
し
て
語
ら
せ
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そして一方、それは、不透明な言語、自己充足的作品、批評Ⅱ作品などを通じてネルヴァルをロマン派以後の文学
世界へと連結する。『十月の夜』はこうして、狂気という特殊な情況ゆえに一九世紀後半以後の文学の問題を先取
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ｚ回宛ご凌屏Ｒミミ図》閂・勺一爵Ｓｍ・臼・》巳「←〔○回・閂・と略〕（訳文は『ネルヴァル全集』（筑摩書房）に準拠しま
した。）
りしなければならなかった人物としてのネルヴァルの考察へ、十九世紀文学の変容に新たな角度より光をあてると
いう展望のもとに、我々を誘うのである。
使
川
テ
ク
ス
ト
（⑪Ｕ）門、廷式、吻口、、菖貫」（
（Ⅲ）、ｑ日日句③』『邸匙
（、）ト鴎』『嵐冴、□．⑪Ｐ
（、）再８，０国少富国向閉
（過）●厚い』『葛』い、□・邑函・
（皿）冒口・も．］ｓ・突曄
／■、／戸、／■、
８７６ 
、‐ノミーノ、－ノ
（３）厚い』冒冴、。§：》○両．『・己．『①．〔ぽい２菖冴と以下略す〕
（４）『シルヴィ』構想への一一一一口及は、五二年のアンテノール・ジョリ宛の手紙が最初とされるが、ネルヴァルはそこで『人生
の諸情景』あるいは『過ぎゆく愛』のどちらかが題として適当だろうと語っている。またロヴァンジュル文庫に所収の
『シルヴィ』の断片も構想された作陥がはるかに大きなものだったことを推測させる。
（５）その表われとして、五二年十二月にソルム夫人宛に送られたと思われる「抑位高ぎ奥方よ………」と「蕊碑銘」の二篇
の詩をあげられよう。
注
（１）〕の：囚○出目丸存さ貝、回せ⑤、苛冒：坪Ｑい§：愚９．耳の．ご可Ｐ□・際Ｓ・口・さい．
（２）四一年の発作以来おさまっていた糀神の変調は四九年から再発し、何年および翌年にも短期間糀神医の沿擦は受けてい
ろ
◎ 
再８，０国少富国向幻の》の（冒己烏』く、旨（負（負、◎灘ご蔦§ここ負い⑨〔〉○日》】＠ｓ・弓・函ｇ‐
門恩『思い坪」、菖貫」（〉。ご夢○ｍ・閂・》ロ・『段。
、口、口旦・蜘句負『邸、薄い》○口・閂・》ロ・心②軌。
Ｈ、い閂豈袋ご感蜀（紗
○両・円。）。。】Ｃ○祭
ｈ、い】「賓蕊酔己・『や。
冒口・も．］ｓ・実際には思い川に支配された私の姿が描かれる。『シルヴィ』では「思い出を組糸たてなおそう」という
（阿撞蔓困○○ミ》忌討②閂・勺一睡餌包◎。ご霞・ロ・巴司李。
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／■、／■、／■、'へ〆■、「へ／ﾛ、’へ／へ／ﾛ、〆■、／へ／■、,グヘグー、／■、グー、３７３０３５３４３３３２３１３０２０２８２７２６２５２４２３２２２１ ～／、-ノーノ、-’、-ノ、_ノ、-ノ、.ノ～ノミゾミーノ、-ノミーノ、､ノミーノミーノ、､ノ
ノー、〆戸、／へ’~、／■、〆、
２０１０１８１７１０１５ ﾐｰﾉ、_ノーノ、_ノーノ、.'もちろん表面的に話の筋はとうっている。モーに身分証明書を忘れた、それでクレピーで逮捕された………と。しか
し、それよりも節二十二索冒頭のモー旅行の其の動機、クレイュ行きの提示による作品全休の話の基礎の変更、作肺全体
の姿の変貌の方が敢要である。
言葉のあとに再構成された思い出が来る。二つの作品の対象の違いがここに見てとれるだろう。
Ｈワ】□。。ごｏ】Ｃ①。
閂寓ＰやｐＨ旨。
再び回○・》ロロ。『③－ｍ◎。
Ｈご】□。
再す］＠Ｊ□・】つい・
Ｈワ】□・・ロ・】ＣＣ０
Ｈワ■□・や勺・■◎⑬。
Ｈワ再已・ゴロ・】Ｃ、。
胃ケ汁Ｑ０
Ｈワ】。。
厚邑・・ロ・召・
円ワ】Ｑ・ゴロ・＠餌
Ｈｐｇ・ロ・】９．
い⑤い』く賞建いやロ。。←。
Ｈす『□６℃ロ。①①Ｉや『０
河・○餌』』邑切同”の。。□。、景包勺。⑭い『。
Ｈワ曰口・や冠ロ・ｍｍＩ⑪②。
、Ｈ丘】○・℃口・再Ｃ⑦。
Ｈワ】□・）勺・】粋の。
もちろん表面的に話の筋はとうっている。
■ず円。。や己・ＨＣＣ・
忌曰Ｐ》□・Ｈｇ・
円す】○・℃・ロ。．】○Ｐ
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／白、グー、〆■、〆■、／■、／酉、／内、／~、’■、’~、グー、’－，グー、グー、／閂、／=、〆=、グー、〆■、
５６５５５４５３５２５１５０４９４８４７４６４５４４４３４２４１４０３９３８ 
、_ノ、=ノ、_ノ～ノ、_'、_'Ｌノミーノ、-ノ、='、-'ミーノ、_ノｴｰﾉ、='、-ノ、-'、－／、_'
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